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お わ り に
今回は，老舎の『面子問題』という劇を考え
てみた。
この作品では，喜劇タッチで「面子」の問題
点があらゆる角度から暴かれ，その角度の分だ
け「面子」が諷刺されている。だが，それだけ
ではない。この「面子」の諷刺は，最終的には
「抗戦」への呼びかけへと繋がって行く。
いささか繰り返しにはなるが，最後にもう一
度この点を確認し，この小論のまとめとしたい。
ストーリーは「ありそうで実際にはない」「な
さそうで実際にある」という不思議な雰囲気の
中で展開されている。
秘書が「面子」思想でもって役所，ひいて
は社会を掻き乱している。 秘書は，自分より
地位や身分の低いものに対しては，たとえどん
なに有能で且つ人格も優れたな人物であれ，自
分の「面子」に合わない者は容赦なく切り捨て，
自分と同等の地位，身分の者に対しては，自分
の「面子」にかけて権力を争う。このような社
会はやがて力を弱め，果ては滅亡するだろう。
だが，現在は「抗戦」の時期なのである。
秘書が「面子」で掻き回す社会は「抗戦」の後
方に位置している。だとすれば， 秘書の「面
子」は後方で敵の攻撃を助け，「抗戦」の力を弱
めるように作用している。どうにかして， 秘
書の「面子」を排除しなければならない。こう
してこそ「抗戦」勝利への道も開けるのである。
この展開に老舎独特の「抗戦」への呼び掛け
が見て取れる。ここに「抗戦」勝利のためには
何をしてはいけないのか，逆にどういう考えで，
何をしなければいけないのか，を知るのは容易
である。
この中で「抗戦」に必要なものは何か。それ
は決して難しいものではない。突きつめれば，秦
医師の態度，考え方となるだろう。自分の現在
の仕事を頑張ること且つ人々(庶民)を思いやる
ことである。これが結局「抗戦」の力になって
行くという作者の見解である。
このような点は，この時期の劇作に一貫して
流れている作者の態度でもあると考えられる。
この点で，今回取り上げたこの劇も，間違いな
くこの時期の老舎の作品の一つなのだ，という
印象が強くする。
また，「面子」を重んじる役人が役所から一人
いなくなったという点からすれば，この作品も
大団円ということができるだろう。
ただ，この「面子」の問題の解決はそれほど
簡単ではない。この作品にも「面子」の世界の
人物はまだ多く残っている。まだこの種の問題
が消滅したわけではない。実際に「抗戦」と「現
実」の狭間に立って悪戦苦闘している作者だか
らこそ，こういう終わり方を選んだということ
もできるかもしれない。
今回は，「面子」グループの， 秘書の忠実な
部下の于科長，或いは没落した貴族である方心
正と，その妻の単鳴琴については，ほとんど述
べてない。 秘書の「面子」とはまた違った一
面を表現しているのだが，この小論ではほとん
ど触れなかった。別の機会に考えてみたい。
このようにこの『面子問題』についてもまだ
論考が十分でない箇所もあると思われるが，ま
ず老舎劇全体の展開を捉えるために更にこの時
期の他の劇へと考察の歩を進めて行きたいと思
う。(完)
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八戸工業大学紀要 第28巻
注この小論のテキストは『老舎全集9』（人民文学出版
社・1999）の中に収められているものを使った。した
がって，この【注】に付されているテキストのページ
は，『全集』のものである。この作品は『老舎劇作全集
3』や『老舎文集』でも見ることができる。
(1)『残霧』（1939）『国家至上』（1940）『張自忠』
（1941）については，すでに拙論「老舎『残霧』
試論」（八戸工業大学紀要第25号・平成18年2
月），拙論「老舎『国家至上』試論」（八戸工業
大学紀要第26号・平成19年2月）拙論「老舎
『張自忠』試論」（八戸工業大学紀要第27号・平
成20年2月）で論じたことがある。
(2) この文章は「閑話我的七箇話劇」（『抗戦文芸八
巻一，二期合刊』，1942年11月）にあり，今回，
『老舎論劇』（中国戯劇出版社・1981年12月）に
収められているものを使った。
(3)「注1」を参照
(4) 老舎の長篇小説『離婚』（1933）がそうである。
この作品には役所に勤める「李さん」「張さん」
という人物が主人公であり，役所がその物語の
舞台になっている。
(5)「注1」を参照
(6)「注1」を参照
(7) このような簡単な舞台設定について，「注2」の
文章に次のような面白い記述がある。「この劇
はただホールで朗読するにはいいが，舞台に乗
せるには不向きである。でも，至るところでそ
れは演じられた。それは人物が少なく，服装や
道具が簡単で，お金がかからないという理由か
らだろう。」
(8)『面子問題』p.297
(9)『面子問題』p.299
(10)『面子問題』p.332
(11)『面子問題』p.298
(12)『面子問題』pp.299-300
(13)『面子問題』p.299
(14)『面子問題』p.302
(15)『面子問題』p.304
(16)『面子問題』p.304
(17)『面子問題』p.305
(18)『面子問題』p.305
(19)『面子問題』p.305
(20)『面子問題』p.305
(21)『面子問題』p.306
(22)『面子問題』p.341
(23)『面子問題』p.301
(24)『面子問題』p.301
(25)『面子問題』p.309
(26)『面子問題』p.343
(27)『面子問題』p.315
(28)『面子問題』p.299
(29)『面子問題』p.341
(30)『ドン・キホーテ』についての筆者の認識である
が，これが一般的であるかどうにかは確かめて
いない。これについては，なお，『ドン・キホー
テ』に関する論文を参考にして，なお考える必
要があるだろう。今後の課題としておきたい。
(31)『面子問題』p.360
(32)『面子問題』p.360
(33)『面子問題』pp.367-268
(34)『面子問題』p.368
(35)『面子問題』p.368
(36)『面子問題』pp.371-372
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